
る

する教育を推進する。

学

・子どもたちが幅広い

校

学力のもととなる基礎

づ

的・基本的な知識や技

く

能を身に付けるために

り

、子どもたち一人ひと

上

りの学力
12-02 　

位

や発達段階に応じた「

政

分かる授業」を実践す

策

るとともに、補習体制

0

など教育環境を整備す

5

る。

確かな学力の育成

子

・子どもたちが興味・

ど

関心を持ち、主体的に

も

参加する授業を行うこ

の

とで、思考力、判断力

未

、表現力とともに学ぶ

来

意欲を育
　成する。そ

と

して、全体の学力を伸

文

ばし、学習が得意な子

化

どもたちの学力もさら

を

に伸ばす。
・子どもた

は

ちが日本の伝統と文化

ぐ

を大切にしたうえで国

く

際感覚を身に付け、日

む

本人としての誇りとア

ま

イデンティティーを
　

ち

養う教育を推進する。

施

・東久留米市の自然や

策

産業を学びながら、将

統

来の東久留米市や自分

括

自身の自立のことを考

課

える学習を進めること

指

で地域社
　会を愛し、

導

地域の活性化に貢献で

室

きる人間を育成する。

施

・学校図書館の整備や

策

市立図書館との連携に

統

より、子どもたちの読

括

書活動や学習活動の充

課

実を図る。

・校長がリ

長

ーダーシップを発揮し

名

、学校が一丸となって

椿

充実した教育活動を行

田

うことのできる組織づ

　

くりを進める。
12-

克

03 ・学校評議員の協

之

力を得て開かれた学校

関

づくりを進め、さらに

連

、青少年健全育成協議

課

会や地元の自治会など

教

、地域と連携

信頼され

育

る学校づ 　した教育活

総

動を進める。また、地

務

域行事に学校施設を開

課

放したり、多くの子ど

、

もたちを地域行事に参

学

加させたりするこ
　と

務

で学校と地域との連携

課

を推進する。
くり

・教

、

員の指導力を高めると

指

ともに教員としての使

導

命を自覚させ、人間性

室

を豊かにすることで、

関

子どもたちや保護者に

連

信頼
　される教員の育

す

成に努める。
・障害が

る

あり、特別な支援の必

(

要な子どもたちが専門

市

的な教育を受けられる

)

体制を整備する。
・ア

教

レルギー事故や食中毒

育

の発生を防止し、安全

振

・安心な調理体制を確

興

保するため、小学校給

基

食の調理業務委託を推

本

進す
る。

・いじめ防

計

止対策推進条例に基づ

画

き、学校、家庭や地域

、

、関係諸機関の相互協

(

力により、いじめ防止

市

を総合的に進め、児
　

)

童・生徒が安心して学

立

ぶことのできる環境を

小

整備する。
・学校施設

学

の日常的点検や維持補

校

修、施設全体の大規模

給

改修にも計画的に取り

食

組むとともに、子ども

調

たちが交通事故や犯
　

理

罪被害に遭わないよう

業

に通学路の安全確保に

務

努める。
・小・中学校

委

の適正規模・適正配置

託

は、文部科学省の「公

推

立小学校・中学校の適

進

正規模・適正配置など

計

に関する手引」に
　基

画

づき、教育的な視点か

、

ら検討し、保護者や地

(

域の理解を得ながら検

市

討を進める。

)第二次子ども読書活動推進計画、(市)学校再編成計画、

個別計画等 (市)学校再編成にかかる実施概要（基本プラン）、(市)特別支援教育推進計画、(市)特別支援教室設置計画

確かな学力

令

の伸長、小学校給食の

和

調理業務委託の導入、

2

教育振興施策の総合的

年

かつ計画的な推進、特

度

別支援教室
予定計画事

施

業
の設置、学校規模の

策

適正化、小・中学校の

評

大規模改修、通学路防

価

犯カメラ設置事業

・次

表

代を担う子どもたちが

(

、社会の変化に柔軟に

平

対応できる幅広い知識

成

と教養、技能を身に付

3

けられるよう、きめ細

1

かい
施策に対する

指

年

導を行い、基礎学力と

度

体力の向上を目指した

振

学習指導の工夫・改善

り

、教員の資質・能力の

返

向上を通じて、活力あ

り

る学
基本的な考え方

　

)

校をつくる。
（第4次

１

長期
・保護者、学校、

　

地域が互いの信頼のも

施

とに連携し、子どもた

策

ちの成長を支援する。

の

総合計画より）

基本事

概

業名（1～3） 第4次

要

長期総合計画における

（

方向性
・子どもたちが

第

人権問題を正しく理解

4

し、多様な人々ととも

次

に暮らしていける人権

長

尊重の理念を基盤とし

期

た教育を推進す
12-

総

01 る。

人権尊重と

合

健やか ・社会生活の基

計

本的ルール、善悪の判

画

断や思いやりの心、支

（

え合いの精神を身に付

後

けることができるよう

期

、道徳教育を充
実さ

：

せる。
な心と体の育成

平

・いじめ防止対策推進

成

条例を踏まえ、いじめ

2

を防止する教育を推進

8

する。
・自然災害に備

年

えて、防災についての

度

知識や技能を習得させ

～

るだけでなく、社会参

令

加や社会貢献の意識を

和

高めるため、防
　災教

2

育を推進する。
・オリ

年

ンピック・パラリンピ

度

ック競技大会の歴史や

）

意義、理念などについ

に

て正しく理解し、国際

掲

理解を深め、国際親善

げ

や
　人権尊重の精神を

る

育てるために、オリン

事

ピック・パラリンピッ

項

ク教育を推進する。
・

）

子供たちが積極的に体

施

育やスポーツに親しみ

策

、健康増進や体力向上

名

を図ることができるよ

1

う、体育・健康教育を

2

推進す
　る。
・栄養に

活

偏りのない食品の選択

力

や地場産農作物の給食

あ

への活用など、食に関



4次長期総合計画における方向性

２　施策の成果指標と実績

No 成果指標 単位 平成29年度 平成30年度 平成31年度

国語「読むこと」の標準化得点の推移
1 点 103 99. 8 99. 0

（全国比）

算数・数学の標準化得点の推移
2 点 97. 8 97. 3 99. 4

（H28.29はA問題のみ）

自分には、よいところがあると思いますか。
3 ％ 60. 6 70. 1 70. 1

（全国学力学習状況調査中学校３年生から）

4

※標準化得点･･･各年度の調査の平均正答数
5 - - -

がそれぞれ100となるように標準化した得点

３　施策内事務事業数と施策のコスト

項目 単位 平成29年度 平成30年度 平成31年度

本施策を構成する事務事業数 本 131 103 96

トータルコスト 千円 2,400,557 3,005,324 3,208,794

事業費（内書き） 千円 2,084,725 2,684,936 2,870,316

人件費（内書き

１

） 千円 315,832

　

320,388 338

施

,478

策の概要（第4次長期総合計画（後期：平成28年度～令和2年度）に掲げる事項）

基本事業名（4～5） 第



し

保小麦 　を通じて、日

、

本人としてのアイデン

人

ティティを自覚し、そ

権

の魅力を自ら発信
　や

教

地場産野菜をふんだん

　

に使った給食を提供し

月

た。また 　できるよう

間

な取り組みを推進する

に

。
　市内複数校で、皮

実

むき・さやむきを通じ

施

て地場産野菜に
　実際

さ

に触れる機会を設ける

れ

など、食に関する指導

た

を実施
　し、理解を深

コ

めた。
2

・学校評価の

ン

提出日を教育課程の届

ク

け出相談日前にし、教

ー

・今後も定例副校長会

ル

や教務主任研修等を通

に

じて、ＰＤＣＡサイク

４

対

ルによる教
　育課程の

し

提出の際に学校評価の

て

結果を受けた変更点を

、

確 　育課程編制の実施

計

について理解と啓発を

4

さらに図っていく。
　

,

認し、各校にＰＤＣＡ

4

サイクルが確立してい

0

るか確認を ・本市の豊

2

かな自然環境を生かし

　

点

ながら、地域の方、社

の

会、自然、文化と関わ

作

　した。 　る体験活動

　

を推進し、児童・生徒

育

が身をもって感じる学

の

習を展開し、豊かな
・

理

課題別研修において、

念

外部の教育活動協力者

を

を講師とし 　人間性、

広

自ら学び、自ら考える

基

げ

力などの生きる力の基

て

礎を育成する。
　て自

い

然体験研修会を実施し

く

た。 ・令和２年度から

。

教員の時間外在校等時

　

間について月４５時間

品

以内と設定され
・導入

の

した出退勤管理システ

応

ムにおいて、市全体の

募

教職員 　たことに伴い

本

が

、目標が達成できるよ

あ

う組織体としての学校

っ

機能の強化を図　
　の

た

平均勤務時間を確認し

。

、週６０時間以内を達

・

成でき　 　り、教員の

全

働き方改革のさらなる

校

意識改革を進める。
　

で

た。 ・東京都に提出す

道

る特別支援教室の指導

事

徳

時数の確認等を行う確

授

認書の作成があ
・特別

業

な支援を要する児童・

地

生徒への対応として令

区

和２年 　るため、保護

公

者等へ丁寧な説明を行

開

いながら、個々の教育

講

ニーズに応じた指
　度

座

の入級手続き際し、特

を

別支援教室の役割等に

業

実

について 　導を行って

施

いく。
3 　保護者に説

し

明し、確認書を作るこ

、

とができた。 ・児童・

「

生徒数の将来推計や地

特

域の状況などを今後も

別

注視していく。
・西部

の

地域小学校再編成（下

教

里小学校の閉校）に向

科

けた実
　施計画に基づ

に

　

き、令和２年３月末を

道

以って下里小学校を
　

徳

閉校した。

」について保護

つ

・東久留米市いじめ問

い

題対策連絡協議会及び

て

東久留米市い 　者や地

（

域と意見交換しながら

1

、学校と家庭・地域社

～

会が一体となって児童

3

・
　じめ問題対策委員

）

会を開催し、「いじめ

現

問題対策基本方 　生徒

状

の豊かな心を育成して

と

いく。
　針」、いじめ

課

問題における実態や取

題

組について確認し、 ・

令

児童・生徒の心身の健

和

康の保持増進を推進し

3

ていくために薬物乱用

年

防止教室
　教育委員会

度

や学校の対応の明確化

に

を図った。 　やＳＯＳ

向

の出し方教育などの充

け

実を図り、学校公開の

た

機会を生かして各家庭

方

・本市では発生してい

向

ないが、犯罪の低年齢

性

化や凶悪化が 　や地域

・

に啓発していく。
　現

全

在社会で見られる。 ・

小

オリンピック・パラリ

中

ンピック教育において

学

外部講師を招へいする

校

など、オ
・オリンピッ

で

ク・パラリンピック教

人

育の推進として、第二

権

リンピック・パラリ

に

ンピック教育の充実を

関

図るとともに、取組ん

す

だ教育活動
　小学校、

る

第六小学校、小山小学

教

校、南町小学校、中央

育

中 　が今後の学校の伝

活

統となるよう推進する

動

。
1 　学校がオリンピ

を

アンやパラリンピアン

実

との交流を行った ・児

施

童・生徒の健康増進や

し

体力向上のために、体

、

育・健康教育・食育を

人

推進す
　。 　る。

・市

権

学力調査において、国

尊

語と算数において全国

重

平均を下 ・東京ベーシ

・

ック・ドリル等を活用

人

して基礎的・基本的な

権

内容の定着を図る 
　

推

回り、小学校低学年の

進

学力の定着が不十分で

委

あり、全体  ととも

員

に、学力パワーアップ

会

サポーター事業を充実

に

させて学力の向上を図

お

 
　的に無回答率が高

い

い結果となった。 　る

て

。
・学校図書館研修・

人

学校図書館運営連絡協

権

議会を年2回開 ・各学

教

校を巡回している主任

育

学校司書が、学校図書

の

館を活用した事例を市

基

内全
　催し、本市の学

礎

校図書館の運営につい

や

て共通理解を深め 　校

人

に配置している学校司

権

書に伝え、全校の学校

課

図書館の質的な向上を

題

図る。
　ることができ

の

た。 ・日本の伝統芸能

研

・文化を学習する際に

修

、専門家の指導に基づ

を

く体験的な学習
・「く

実

るめ産給食の日」を実

施

施し、幻の小麦・柳久



学校づくり」】

・「第２次教育振興基本計画」に基づき、計画的に基本事業を進める。

・人権教育を重視し、いじめ問題に総合的かつ組織的に対応する体制を充実させ、命を大切にする豊かな心の育成に努める。

・学力向上に向けて、各種学力調査の結果を的確に把握・分析し、児童・生徒のための授業改善を進

４

める。

・進んで運動す

　

ることや運動の習慣化

基

の大切さを子どもたち

本

に理解させ、生涯にわ

事

たってスポーツに親し

業

む子どもを育成する。

に

・子どもたち一人一人

つ

を大切にする教育を進

い

め、不登校の子どもの

て

要因や背景を理解し、

（

関係諸機関と連携する

4

取組を進める。

・オリ

～

ンピック・パラリンピ

5

ック教育を推進し、国

）

際理解教育や日本人と

現

しての自覚と誇りを育

状

てる。

・特別支援教育

と

を推進し、本市で学ぶ

課

子どもたちが生き生き

題

と活動できる教育環境

令

の構築に努めるととも

和

に、本市の特別支援教

3

　育の取組について周

年

知・理解を進める。

・

度

教員としての使命感を

に

自覚させ、教員一人一

向

人の資質・能力及び指

け

導力の向上に努める。

た

６　令和3年度の施策

方

の位置づけ

向性

4

5

５　令和3年度に向けた施策方針

【第５次長期総合計画における施策名「子どもの未来を育む
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